
ギカイだより 230 号２・３面「各議員の決算の視点」 

 

井上 慎司 議員 

「決算書 数字の先を ⾒きわめる」 

〜成果と課題を丁寧に捉え、町のこれからに必要な⼀⼿を探ります〜 

 

決算審議は、使った金額を確認するだけではありません。 

予算に込めた目的がどこまで達成され、町民の暮らしにどう届いたのか。

その成果と課題を捉え、次の施策や予算につなげる大切な機会です。 

今回の決算では、高い町税徴収率を「高くて当たり前」とせず、その背景

にある納税者と行政との信頼関係や職員の取り組みに着目しました。 

また、保育施策では、子ども誰でも通園制度に向け、開園が遅れる中でも

町と保育所がどのように準備を進め、連携してきたのかに注目。コミュニテ

ィ・スクールでは、コーディネーターの活動を通じて、学校と地域をつなぐ

取り組みがどのような成果を生み、今後どう発展させていくのかを質問しま

した。 

さらに、予定していた事業が実施できなかった場合には、その理由だけで

なく、限られた財源や人員の中で何を優先し、何を次年度へつなげたのかを

見ることも重要です。ほかにも多岐にわたる質疑を行いました。 

良い成果は正しく評価し、課題には改善を求める。数字の増減だけでは見

えない背景や成果まで丁寧に見きわめ、町のこれからに必要な一手につなが

る決算審議を心がけています。 

 質疑の詳細は、開成町議会ウェブサイトの映像配信でぜひご覧になってく

ださい。 

 


